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し
も
う
ノ

昨年の村民体育祭から
今年は、福島空港でもっと楽しく

今
年
の
村
民
体
育
祭
は
、
日
月
4

日
(
日
)
に
福
島
空
港
開
港
記
念
「
玉

川
村
村
民
大
運
動
会
」
と
し
て
、
福
島

空
港
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

空
港
が
開
港
し
て
か
ら
で
は
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
滑
走
路
や
エ
プ
ロ

県

9
月
幻
日

「
福
島
聖
港
開
港
事
ブ
り
」
を
開
催

ま
た
、
こ
の
一
週
間
前
9
月
幻
日

(
日
)
に
は
福
島
空
港
開
港
記
念
行
事

実
行
委
員
会
(
委
員
長
知
事
)
が
主

催
す
る
「
福
島
空
港
開
港
ま
つ
り
」
が

開
か
れ
ま
す
。

「
ま
つ
り
」
で
は
、
綱
引
大
会
と

ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
l
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

O
福
島
空
港
開
港
記
念
綱
引
大
会

申
込
方
法
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

役
場
企
画
調
整
課
宮
町
1
3
1
0
1

内
4
・
必
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
参
加
チ
l
ム
数
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
調
整
す
る
場
合
が

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
七
月
八
日
に
公
示
さ
れ
、
投
票
日

は
七
月
二
十
六
日

(
B曜
日
)
に
決
ま
り
ま
し
た
。
投
票
時
間
は

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
今
後
六
年
間
の
国
政
を
託

す
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
選
挙
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
進
ん
で
投

票
し
ま
し
よ
る
。

投

人

昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
七
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
四
年
四

月
七
日
ま
で
に
住
民
登
録
の
届
出
を

し
た
人
で
す
。

投
票

今
回
の
選
挙
は
、
福
島
県
選
出
議
員

選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

ふ
た
つ
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
二
種
類
の
投
票
用
紙
が
使
用
さ

れ
ま
す
。
福
島
県
選
出
議
員
選
挙
で

は
、
候
補
者
の
名
前
を
、
ま
た
比
例

代
表
選
出
議
員
選
挙
で
は
、
政
党
等

の
名
称
・
略
称
を
書
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
投
票
用
紙
を
間
違
え
て
記
入

す
る
と
「
無
効
投
票
」
と
な
り
ま
す

の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

投
票
用
紙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
用
紙
の

色
を
変
え
て
あ
り
ま
す
の
で
投
票
所

で
は
、
係
員
の
説
明
を
良
く
き
く
と

と
も
に
自
分
で
も
よ
く
確
認
の
う
え

投
票
し
て
下
さ
い
。

マ
福
島
県
選
出
議
員
選
挙
用

の
投
票
用
紙

用
紙
の
色
H

薄
黄
色

福島県選出選挙

マ
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
用
の
投

票
用
紙
用
紙
の
色
H

白
色

比例代表選挙

ン
を
使
っ
て
、
マ
ラ
ソ
ン
や
綱
引
き

な
ど
の
競
技
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
福
島
空

港
で
体
育
祭
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
1

同
日
の
夜
に
は
、
阿
武
隈
川

河
畔
で
「
福
島
空
港
開
港
記
念
花
火
大

会
」
も
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
昨

年
ま
で
は
、
夏
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の

を
福
島
空
港
の
開
港
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
る
た
め
開
港
記
念
行
事
に
合

わ
せ
て
行
う
も
の
で
、
花
火
大
会
実
行

委
員
会
が
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
り
ま
す
D

申
込
期
限

7
月
幻
白
ま
で

O
エ
ア
l
ポ
1
ト
ウ
ォ

I
ク
ラ
リ
ー

み
ん
な
で
親
し
む
福
島
空
港

申
込
方
法
参
加
希
望
の
方
は

2
1

5
人
を
1
組
と
し
て
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
参
加
希
望
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢

と
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

申
し
込
ん
で
下
き
い
。

申
込
先
一

T
m
福
島
市
杉
妻
町
2

!
日
県
庁
企
画
調
整
課
内
「
福
島

空
港
開
港
ま
つ
り
運
営
事
務
局
」

申
込
期
限

8
月
日
日
ま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

2 
イメージスケッチ福島空港開港まつり

参
加
募
集
概
要

綱
引
大
会
:
・
滑
走
路
等
を
使
っ
て

m

人
対
附
人
の
綱
引
を
行
う
。
チ
l
ム

は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
別
人
(
四
歳
以
上
)

で
構
成
。
尚
、
お
歳
以
上
の
男
女
そ

れ
ぞ
れ
万
人
以
上
の
参
加
が
必
要
。

ウ
ォ
!
っ
ラ
リ
i
-
・
・
空
港
の
施
設
内

を
2
1
5
人
の
グ
ル
ー
プ
で
歩
き
、
空

港
の
広
さ
や
雰
囲
気
を
体
験
す
る
D

完

歩
し
た
組
に
は
認
定
書
等
を
贈
呈
。

ま
た
、
当
日
は
、
基
準
時
間
を
設

定
し
、
そ
の
時
間
に
最
も
近
い
時
間

で
歩
い
た
組
に
賞
状
を
贈
呈
す
る
。

投
票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
事
由

で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、

7
月

8
日
か
ら
7
月
お
日
の
午
前
8
時
ぬ

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
(
土
曜
日
・

日
曜
日
も
可
)
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
投
票
区
の
外
で
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
た
め

②
や
む
を
得
な
い
用
務
の
た
め
村
外

に
旅
行
・
滞
在
し
て
い
る
た
め

③
病
気
等
の
た
め
歩
行
が
著
し
く
困

難
な
た
め

④
石
川
郡
外
に
引
っ
越
し
て
居
住
し

て
い
る
た
め

な
お
、
不
在
者
投
票
を
す
る
際
は
、

印
鑑
を
必
ず
持
参
の
う
え
玉
川
村
選

挙
管
理
委
員
会
(
役
場
総
務
課
)
へ

お
い
で
下
さ
い
D

玉
川
村
の
投
票
所
は
次
の
ヒ
お
り

で
す
。
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

箇
所
で
投
票
し
て
下
さ
い
。

辺

ノペ、
ぷA

長官

民

川

村

就

業

善

セ

ン

タ

ー

公

民

長官

四
辻
新
国
農
業
研
修
所

3 



平成4年7月

昨
年
の
台
風

η号
・
川
口
ち

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
金

波
川
の
災
害
関
連
工
事
安
全

祈
願
祭
が

6
月
白
日
に
現
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
金
波
川
の
抜
本
的
な
改

修
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

広報たまかわ

m
mの
区
間
を

四
社
宅
工
事

昨
年
8
月
加
日
か
ら
幻
日
に
か
け

て
の
台
風
ロ
号
と
同
じ
く
9
月
回
日

か
ら
四
日
に
か
け
て
の
台
風
時
号
に

よ
り
、
金
波
川
両
岸
が
削
り
取
ら
れ

る
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
う
け
、
道

路
が
通
行
不
能
と
な
っ
た
り
、
橋
が

流
さ
れ
た
箇
所
も
，
あ
り
住
民
生
活
に

来
春
に
は
パ
新
体
宥
館
ぞ
卒
業
式
乏
υ

hd
ra--

須
釜
中
学
校
体
育
館
主
事
安
全
祈
願
祭

今
年
4
月
に
新
校
舎
が
完
成
し
た

須
釜
中
学
校
の
西
側
に
、
今
年
度
事

業
で
体
育
館
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
こ

の
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭
が
6
月
お

日
で
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
で
は
神
事
に
続
い
て

車
田
村
長
、
(
株
)
清
水
公
夫
研
究

所
長
、
一
ニ
金
興
業
(
株
)
金
子
博
代

表
取
締
役
が
鍬
入
れ
を
行
い
、
ま
た
、

工
事
関
連
者
ら
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ

て
工
事
の
無
事
完
成
を
祈
り
ま
し

た。ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も
設
置

体
育
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
、
床
面
積
が

1
1
9
3
2
m
。
ア
リ
ー
ナ
(
運
動
場
)

の
ほ
か
に
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
で
き

る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も
つ
く
ら
れ
ま
す
。

請
負
業
者
は
三
金
興
業

(
株
)
等

で
総
工
事
費
は
2
億
5
，
5
5
5
万

円
。
来
春
3
月
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
口来
春
に
は
新
し
い
体
育
館
で
の
初

め
て
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

不
便
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
不
便
さ
を
解
消
す
る
た
め
金

波
川
の
蒜
生
地
内
、
宮
下
橋
か
ら
泉

郷
川
と
の
合
流
地
点
ま
で
9
1
9
m

の
区
間
を
改
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
D

工
事
費
ほ
U

4
慧

1
，
6
0
0
円
司
d

F
4
l

!

-

ノ
r
L
I

工
事
は
、
郡
山
建
設
事
務
所
が
発

注
し
た
西
牧
建
設
・
水
谷
工
業
・
城

野
組
・
志
賀
建
設
の
四
社
が
行
い
ま

す
。

一
日
で
も
早
い
完
成
を

E
指
し

た
い
と
し
て
四
社
へ
の
発
注
と
な
り

ま
し
た
。

工
事
費
は
総
額
で
4
億
l
，
6

0

0
万
円
(
災
害
復
旧
費
2
億

4
，
2

0
0
万
円
、
間
関
連
費
1
億
4
，
3

0

0
万
円
村
負
担
金
3
，
1
0
0
万

円
)
で
、
来
春
の
完
成
予
定
で
す
。

水
辺
広
親
し
め
る

河
川
づ
ぐ
り
の
設
計

改
修
工
事
で
は
、
護
岸
工
事
に
石

段
等
を
設
け
る
工
夫
を
し
て
、
水
辺

に
親
し
め
る
河
川
づ
く
り
の
設
計
に

な
っ
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
金
波
川
で
子
供
た
ち

が
魚
を
釣
っ
た
り
、
水
遊
び
を
す
る

姿
が
み
ら
れ
そ
う
で
す
。

夏の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

ゆだりーヲ

ゆすりありJ

4 

安全は「ゆっ'Jr~~iiり

ゆ~り

子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
夏
休
み
、
車
で
海
や
山
へ
出
か

け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
同

時
に
暑
さ
や
行
楽
疲
れ
に
よ
る
事

故
、
夏
の
関
放
感
か
ら
く
る
若
者

の
無
謀
運
転
な
ど
が
多
発
し
ま

す
。
事
故
の
多
い
こ
の
期
間
、
?

月
幻
自
か
ら
8
月
加
臼
ま
で
「
夏

の
突
通
安
全
事
故
防
止
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ゆ
と
り
を
も
っ
て
突
通
ル
ー
ん

と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
楽
し
い
夏
を

過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

体育館の建設予定地

子
供
や
お
年
寄
り
を

見
た
ら
ス
ピ
ー
ド
落
と
す

夏
休
み
は
野
外
で
遊
ぶ
子
供
が

多
く
な
り
事
故
も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
子
供
の
交
通
事
故
の
原
因
は

「
飛
び
出
し
・
自
動
車
の
直
前
直

後
の
横
断
・
路
上
で
の
遊
び
」
な

ど
で
す
。
危
険
な
行
為
を
見
か
け

た
ら
、
怒
ら
ず
に
適
切
な
注
意
を

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
お
年
寄
り

に
は
心
身
の
衰
え
か
ら
、
耳
が
遠

く
な
っ
た
り
、
判
断
力
の
低
下
な

ど
の
特
性
が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
も
お
年
寄
り
も
こ
の
特
性
を

認
識
し
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
て

下
さ
い
。

運
動
の
重
点

①
青
少
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転

の
防
止

②
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

③
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

④
過
労
(
い
ね
む
り
)
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
防
止

⑤
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

⑥
適
正
な
駐
車
秩
序
の
確
立

眠
く
な
っ
た
ら
無
理
せ
す
休
む

た
だ
で
さ
え
体
力
が
消
耗
し
や
す

い
夏
。
行
楽
や
帰
省
な
ど
で
の
長
距

離
運
転
は
疲
労
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
眠
さ
も
ひ
き
お
こ
し
、
大
変
危

険
で
す
。
疲
れ
た
ら
無
理
を
せ
ず
休

憩
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
が
ナ
イ
・
無
理
し
ナ
イ
・
気
を

抜
か
ナ
イ
の
三
ナ
イ
運
動
を
心
が
け

て
下
さ
い
。

ま
た
、
青
少
年
運
転
者
の
違
反
も
目

立
ち
ま
す
。

「
無
免
許
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、

信
号
無
視
」
こ
れ
が
青
少
年
運
転
者

の
違
反
ワ
ー
ス
ト
ス
リ
ー
で
す
。
夏

休
み
と
い
う
開
放
感
か
ら
子
供
た
ち

は
様
々
な
好
奇
心
を
も
ち
ま
す
D

「
ち
ょ
っ
と
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
み
た

い
」
が
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
も
:
:
:
。
子
供
た
ち
の
行
動
を
注

意
深
く
見
つ
め
た
い
も
の
で
す
。

交
通
事
故
は
、
お
互
い
の
ち
ょ
っ

と
し
た
心
づ
か
い
で
防
げ
ま
す
。
も

う
一
度
「
ゆ
っ
く
り
・
ゆ
っ
た
り
・

ゆ
と
り
・
ゆ
ず
り
あ
い
」
の
意
味
を

確
か
め
て
、
安
全
運
転
に
心
掛
け
て

下
さ
い
。

平成4年7月広報Tこまかわ
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
は
、
一

一
大
き
く
て
も
小
さ
く
て
も
、

…
と
て
も
大
事
な
も
の
で
す
。

福
島
空
港
の
開
港
を
ひ
か
…

え
て
、
村
で
も
い
ろ
ん
な
泰
一

仕
の
心
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成

~ 

玉
川
村
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
、

6
月
竹
田
午
後
1
時
か
ら
村
体
育
館

で
結
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
県
内
か
ら
多
く
の
つ
う
ブ
員
や
車
田
村
長
を

は
じ
め
と
す
る
来
賓
が
出
席
。
来
賓
を
代
表
し
て
車
田
次
夫
村
長
が
「
福
島
空
港
の

開
港
を
間
近
に
ひ
か
え
て
、
地
域
に
素
晴
ら
し
い
奉
仕
団
体
が
で
告
た
こ
と
は
意
義

深
い
。
今
後
の
活
動
を
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
玉
川
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
は
「
郡
山
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
指
導
で
発
足
し
、
初
代
会
長
に
は

溝
井
清
二
氏
(
四
辻
新
田
)
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
は
玉
川
村
商
工
会
館
に

置
か
れ
、
月
二
回
の
例
会
・
各
種
奉
仕
活
動
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

「
今
年
4
月
の
結
成
呼
び
か
け
か

ら
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
会

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
我
々
は
社
会
に
奉
仕
す
る
』
の
精

神
の
も
と
、
先
輩
各
位
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
D

」

昨
年
、
ふ
る
さ
と
創
生
海
外
派
遣
事
業
で
ニ
ユ

i
ジ
l
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
し
た
人
た
ち
が
、
研
修
の
成
果
を
生
か
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

平成4年7丹

生わ-交交!セセ史空~三〆
2人--二ムぷ孟斗二よ斗斗二よよ二よι」平成5年牢e度浸，ォぷズドfラ:・5ァ研修吾加善治I~\ 給食ザζピ、スー

広報たまかわ

役
員
は
次
の
と
お
り

溝井清二会長

会

長

第
一
副
会
長

第
二
副
会
長

西境溝
牧町井

正孝清
巳意ニ

一人暮らし老人に
ぞうきんをプレゼ、ント

5月四日赤十字社奉仕団員19名が一
人暮らし老人の給食サーピス参加者へ

雑巾を進呈しました。これは赤十字社

関員が身近な奉仕の輪をひろげ、陰の

カとなってすべての人々に奉仕をしよ

うとはじめたもので、一人暮らし老人

からは自分は自が不自由なので雑巾を

つくることが出来ないので本当に助か

ると大変喜ばれました。

こ
の
人
た
ち
は
、
平
成
3
年
度
の

海
外
派
遣
研
修
生
(
男
性
ロ
人
女
性

5
人
)
で
、
帰
国
後
、
貴
重
な
海
外

体
験
を
生
か
そ
う
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
強
豪
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
の

名
を
と
り
「
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
」

(
佐
久
間
安
直
会
長
)
を
結
成
。
活

動
の
第
一
弾
と
し
て
、
6
月
9
自
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
一
人
暮
し
の

お
年
寄
り
お
人
を
招
い
て
食
事
会
を

行
い
ま
し
た
。

食
事
会
で
は
佐
久
間
会
長
が
「
研

修
の
な
か
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
、
今

回
の
食
事
会
と
な
り
ま
し
た
。
研
修

の
お
み
や
げ
話
や
世
間
話
で
ご
歓
談

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
つ
づ
い

て
訪
問
団
の
団
長
で
も
あ
る
車
田
村

長
が
「
叩
日
間
の
研
修
の
中
で
、
と

て
も
素
晴
ら
し
い
事
に
気
づ
い
て
く

れ
た
。
ま
た
、
そ
の
事
を
実
践
す
る

行
動
力
に
感
謝
し
た
い
」
と
述
べ
、

食
事
を
と
も
に
し
ま
し
た
。

オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
の
会
員
は
、

研
修
先
で
福
祉
施
設
を
訪
問
し
た
際

に
、
施
設
の
運
営
が
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
成
り
立
っ
て
い
る
姿
を
み

て
「
社
会
福
祉
の
充
実
は
住
民
の
協

第
三
副
会
長

幹

事

会

計
ラ
イ
オ
ン
テ
ー
マ

テ
ー
ル
ツ
イ
ス
タ
ー

会
員
委
員
長

一
年
理
事
相
楽
佐
藤

二
年
理
事
塩
沢査

豊正
勝雄

曲大双古小曲車真
山野里寺林山田弓

西小草鈴
島原野木

直

監カ
が
大
切
」
と
感
じ
、
今
後
も
奉
仕

活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
訪
問
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
高
校
へ
、
日
本
の
こ
と
を

一
層
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
会
員
が

お
金
を
出
し
合
い
、
図
書
を
寄
贈
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
手
で

乙
字
ケ
滝
を
美
し
く

6
月
日
司
、
村
商
工
会
婦
人
部
と

竜
椅
老
人
ク
ラ
ブ
が
合
同
で
、
乙
字

ケ
滝
周
辺
を
よ
り
美
し
く
し
よ
う
と

草
刈
り
や
空
カ
ン
拾
い
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
か
ら
の
作
業
に
も
か

か
わ
ら
ず
婦
人
部
の
方
が
話
人
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
方
が
お
人
と
大
勢
の
人

達
が
参
加
、
自
分
た
ち
の
手
で
自
分

た
ち
の
地
域
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と

い
う
心
。
広
め
た
い
も
の
で
す
。

寛賢正福徳慶喜善
一一輝喜清保衛次

6 

保
険
者
に
よ
り
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
の
方
で
す
。
保
険
料
は
、
配
偶

者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
か
ら

由
民
年
金
制
度
に
拠
出
さ
れ
ま
す
の

で
、
直
接
の
保
険
料
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん。
加
入
の
手
続
き
は
、
第
一
号
・
第

一
一
一
号
被
保
険
者
は
本
人
が
住
所
地
の

町
村
役
場
に
鹿
出
し
ま
す
が
、
第
二

号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
被
用
者

年
金
保
険
と
し
て
会
社
等
の
事
業
主

が
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
一
度
加
入
の

手
続
き
を
し
て
も
本
人
や
扶
養
し
て

い
る
方
、
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
の
職

種
な
ど
に
異
動
や
変
更
が
あ
っ
た
と

き
に
は
、
そ
の
都
度
喪
失
届
(
種
別

変
更
届
)
が
必
要
で
す
。

。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
が
脱
サ
ラ
し
、

自
営
業
を
は
じ
め
た
場
合
は
二
号
か

ら
一
号
に
な
り
ま
す
。
(
加
入
居
)

@
自
営
業
者
や
、
学
生
が
卒
業
し
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
た
場
合
は
一
号

か
ら
一
一
号
に
な
り
ま
す
。
(
喪
失
届
)

@
O
L
が
結
婚
す
る
た
め
に
退
職
し

た
場
合
二
口
す
か
ら
一
号
に
な
り
ま

す
。
(
加
入
居
)

結
婚
後
、
相
手
の
方
が
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
場
合
で
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
に

な
っ
た
と
き
は
、
改
め
て
種
別
変
更

の
届
出
を
し
て
第
三
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
c

一
号
↓
一
一
一
号
(
種
別
変

更
届
)
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
年
金
係

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

7 
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防
犯
の
機
動
力
強
化
の
た
め
に

玉
川
駐
在
所
に
パ
ト
カ
ー
を
贈
呈

広報たまかわ

福
島
空
港
の
開
港
を
ひ
か
え
防

犯
の
機
動
力
を
強
め
て
下
さ
い

と
、
村
商
工
会
等
の
呼
び
か
け
で

玉
川
駐
在
所
に
パ
ト
カ
ー
が
贈
ら

れ
、
そ
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た。

小
高
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
辺
国
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
幻

田
村
民
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
玉
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
に
小
高
チ
l
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。

村
公
民
館
が
主
催
し
た
今
大
会

に
は
各
日
チ
l
ム
ず
つ
の
幻
チ
l

ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

〈ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

-
優
勝
小
高
@
準
優
勝

@
3
位
山
小
屋
・
南
須
釜

〈
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
V

-
優
勝
小
高
・
準
優
勝

@
3
位
南
須
釜

中中

パ
ト
カ
ー
は
、
商
工
会
工
業
部

会
が
窓
口
と
な
っ
て
村
内
外
お
の

団
体
か
ら
の
寄
付
で
購
入
さ
れ
、

玉
川
村
西
部
・
須
釜
地
区
防
犯
協

会
を
通
じ
て
石
川
警
察
署
に
贈

呈
。
玉
川
駐
在
所
で
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
寄
付
さ
れ
た
団
体
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

団

体

名

i

順
不
同
・
敬
称
略

玉
川
村
建
設
業
協
力
会
・
東
京
精

工
附
・
附
片
山
ゴ
ム
・
樹
玉
川
運

送
・
玉
川
郵
便
局
・
附
福
島
エ
ン

ヤ
・
日
本
精
密
加
工
備
・
側
須
賀

川
東
部
運
送
・
須
釜
郵
便
局
・
中

根
精
工
側
・
倒
鈴
木
光
機
・
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
福
島
玉
川
庖
・
玉
川

村
泉
農
協
・
駒
木
根
工
業
側
・
倒

佐
藤
製
作
所
・
サ
ン
マ

1
ト
玉
川

応
・
須
釜
農
協
・
ト
ス
テ
ム
玉
川

側
・
強
力
被
服
工
業
側
・
警
察
友

の
会
玉
川
支
部
・
大
東
銀
行
・
福

島
富
士
山
側
・
大
東
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
l
・
須
賀
川
信
用
金
庫
・
福
島

双
羽
電
機
側
・
側
ノ
ン
ブ
ル

玉川一小が連続優勝

石川地方交通安全子供自転車大会

浅川町で開かれた石}II地方交通安全子供自転車大会で、玉

川第一小学校が昨年に引き続き擾勝・準優勝の成績をおさめ

ましたD

同校では、放課後自転車教室などを行い、子供たちの交通

安全に対する意識を高めています。

(写真上、優勝した玉一小のみなさん。下、競技中の須釜小の代表)

ηりηちゃWU)ス;fミーり広場

8 

山岨@予ッっち~'"

第 1回玉川杯ゲートボー

ル大会(村民グラウンド)

・震勝北ノ宿

・準優勝 Jf/辺B
・第3位中 A

第四国体育協会長杯野球

大会(村民グラウンド)

・優勝泉郷クラブ

・準優勝 ジョーカーズ

・第3位須釜クラブ

川辺クラブ

か
れ
ん
に
春
の
山
野
草
展

玉
川
山
野
草
展

第
初
回

玉
川
山
野
草
展
が
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
山
野
草
会
員
が
丹
精
を
込
め
た
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
な
ど
の
春
の
山
野

草
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
会
は
玉
川
山
野
草
会
と
玉
川
村
公
民
館
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

泉
中
に
パ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を
寄
贈

働
城
野
組
、
が
校
舎
落
成
記
念
と
し
て

泉
中
学
校
の
校
舎
と
体
育
館
建
設

工
事
を
請
け
負
ワ
た
(
資
)
城
野

組
か
ら
、
泉
中
学
校
へ
野
球
用

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
と
ソ
フ
ト
、
野

球
用
の
バ
ッ
ト
や
ボ
l
ル
な
ど

が
贈
ら
れ
、
そ
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
凸

パ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を
大
い
に
利

用
し
て
、
生
徒
た
ち
が
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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子供や孫への

お互いの力でまちづくり

。

と贈り物ミ

7日連続の
了まちづくり教室J

平成4年7月

園著者紹介回

萩顕茂裕(はぎわら しげひろ)

1929年北海道揺)11市生まれ。.Tr襲撃大学経済学
部卒業。一経営コンサルタント時代から地域開発・

ふるさとづくりを手がける。現在、 「邑本ふるさ

と塾Jを主宰し、まちづくりのプランナーとして、

数多くの地方公共団体の地域づくり基本計商、実

施計麗などの策定に携わる。蓮j百円三社会教育賞

受賞。著書に「手づくりのふるさとj 、「日本人と

まちづくりJ、「レッツ・ラブ運動の震調j、「第由

の教育~ふるさと教育""'Jなどがある。

広報たまかわ

のゆ

野球大会より

女性の方

経理事務 3級に

チャレシジしてみませんかP

第16自体育協会長杯

大経理事務(3級)主任
近年、就職を希望する婦人に対し高度な技術を要求する

仕事が多くなりました。

当センターでは就職に必要な条件を整え、より有利に就

職していただくため、次の講習会を開催します。初心者を

対象とした講習内容です。是非この機会にあなたもチャレ

ンジしてみませんか!

(福島県主催-須賀川市共催)

E詔â~際監隠語関誌置温

水
稲
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

「
い
も
ち
病
」
の
航
空
防
除
を
行
い

ま
す
。7
月
中
旬
に
は
「
葉
い
も
ち
病
」

の
防
除
を
1
回、

8
月
に
は
「
穏
い

も
ち
病
」
の
防
除
を
3
回
、
早
朝
か

ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
て
実
施
し

ま
す
。実
施
す
る
期
日
は
後
日
、
広
報
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
べ
i

ス
で

人
材
を
育
て
る

兵
庫
県
の
北
端
に
香
住
町
と
い

う
、
人
口
一
万
五
千
人
の
町
が
あ
り

ま
す
。
日
本
海
に
臨
む
、
風
光
明
堀

な
と
こ
ろ
で
、
古
く
か
ら
漁
業
、
と

り
わ
け
カ
ニ
の
名
産
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
カ
ニ
も
取
れ
な

く
な
っ
て
き
た
た
め
、
カ
ニ
漁
も
昔

ほ
ど
ふ
る
わ
な
く
な
り
ま
し
た
口
こ

の
ま
ま
で
は
、
ま
ち
に
活
気
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
な
ん
と
か
し
な
け

れ
ば
と
、
ま
ち
の
有
志
た
ち
が
考
え

ま
し
た
。

そ
こ
で

ρ

香
住
町
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
推
進
委
員
会
H

が
つ
く
ら
れ
、

そ
の
第
一
歩
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
香

住
塾
」
を
開
設
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
H

ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
H

を
合
言
葉
に
、
あ
く
ま

で
住
民
ベ

1
ス
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
を
す
る
人
材
を
育
て
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
す
べ
て
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
庁
間
じ
土

俵
H

に
上
が
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
巡
回
講
演
会
が
、
平
成
二
年
の
夏
、

香
住
町
の
各
所
で
関
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
講
師
と
し
て
、
私
が
参
加
し
た

の
で
す
。

平成 4 年 9 月 14 日 ~11月 2 日 (21B開)

毎週月・水・金曜日(祝日を除く)

午前9時30分~午後3時30分

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
(
市
町

村
振
興
宝
く
じ
)
の
予
約
申
込
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
賞
金
は
、
一
等

前
後
賞
合
わ
せ
て
一
億
円
、
デ
ラ
ッ

ク
ス
・
レ
ジ
ャ
ー
賞
は
5
0
0
万
円

で
す
。こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み
よ
い
街

づ
く
り
等
に
つ
か
わ
れ
ま
す
c

宝
く
じ
の
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
7
月
初
白
(
月
)
の
新
聞
紙
上
に

発
表
さ
れ
ま
す
。

一
日
に三つ
の
会
場
を
回
る

七
月
一
日
か
ら
七
日
間
、
香
住
町

の
町
内
十
数
か
所
の
会
場
で
講
演
会

が
関
か
れ
ま
し
た
。

各
地
域
の
人
達
や
老
人
会
、
婦
人

会
、
町
内
の
小
学
六
年
生
、
中
学
生
、

そ
し
て
P
T
A
の
お
母
さ
ん
た
ち
な

ど
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
、
私
の

話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
D

と
に
か
く
町
民
の
大
半
が

講
演
を
聴
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

意
識
を
高
め
よ
う
と
い
う
の
で
す
か

ら
、
そ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。

一
自
の
公
演
が
約
二
一
時
間
、
午
前
九

時
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、
一
日
に
二
つ

な
い
し
三
つ
の
会
場
を
回
り
ま
し

た
。
夜
の
講
演
を
終
え
る
と
午
後
十

一
時
近
く
と
い
う
日
程
を
、
汗
だ
く

で
や
り
ぬ
き
ま
し
た
。

途
中
で
ぶ
つ
倒
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
や
り

遂
げ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
ま
ち
の

人
々
の
、
み
ん
な
で
一
つ
の
土
俵
に

須賀川

電話での受付及び上記指定自時以外の受付はいたしません。

申込当日印鑑を持参してください。

平成4年8月四、 24、25、31日

午前 9時30分~午後4時

福島県福島婦人就業援助センター

相談所須賀)11公共職業安定所内

須賀川市古屋敷43 fi (0248) 75 -3108 

i主

N
H
K
学
菌
で
は
、
生
涯
学
習
通

信
講
座
の
秋
季
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

-
講
師

2
0
0
0
人
の
講
師
障
が

添
削
し
、
質
問
に
答
え
ま
す
。

-
講
座
書
道
・
英
会
話
・
パ
ソ
コ

ン
な
ど
九
講
座
郎
コ
ー
ス
を
開
講

・
申
込
受
付

7
月
泣
自
ま
で

-
聞
込
先
干
邸
i

旧
東
京
都
国

立
市
富
士
見
台
2
1
3
「

N
H
K
学

園
8
E
3
1
係」

怨

0
4
2
5
1
(花
)
i
3
1
5
1

上
が
ろ
う
と
い
う
率
直
な
熱
意
に

動
か
さ
れ
た
か
ら
で
し
た
。

ま
ち
に
は個
性
が
必
要

私
の
話
を
聴
い
た
、
た
く
さ
ん

の
方
た
ち
か
ら
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
道

路
や
建
物
を
造
る
こ
と
だ
け
と
ば

か
り
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
う

じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
そ
れ
よ
り
も
心

の
角
度
を
変
え
て
ま
ち
を
眺
め
て

み
る
こ
と
な
ん
で
す
ね
」

と
い
わ
れ
た
と
き
に
は
、
思
わ

ず
、
こ
の
ま
ち
に
き
て
よ
か
っ
た

と
、
胸
の
内
で
拍
手
を
し
た
ほ
ど

で
し
た
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が

嫌
い
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
ま
ち

に
、
ど
れ
だ
け
お
金
を
つ
ぎ
込
ん

で
も
、
ま
ち
は
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ
う
い
い
ま
し
た
。

「
ま
ち
に
は
個
性
が
必
要
な
ん
で

す
よ
c

こ
の
ま
ち
は
、
あ
な
た
方

の
先
祖
が
素
晴
ら
し
い
名
前
を
つ

け
て
く
れ
た
D

香
住
i
i香
り
が
住
む
町
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
香
り
の
た
だ
よ
う
木

や
花
を
植
え
て
、
植
物
盟
で
も

造
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
」

町
民
の
み
な
さ
ん
の
自
が
、
輝

き
ま
し
た
。

10 

泉
婦
人
会
で
は
貸
衣
装
を
取
扱
っ

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
会
員
以

外
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
下
さ
い
口

-
連
絡
先
鈴
木
和
子

宮

U
i
2
3
5
4

-
料
金
・
各
種
江
戸
棲
(
三
千
円
1

八
千
円
)
※
長
橋
祥
・
帝
セ
ッ
ト

-
喪
服
二
千
円

・
ぞ
う
り
・
帯
等
も
単
品
で
利
用
可

11 



平成4年7月広報たまかわ

福
島
県
警
察
官
(
B
)
の
採
用
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尚
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
石

川
警
察
署
ま
た
は
、
も
よ
り
の
駐
在

所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

①
受
付
期
間
平
成
4
年
7
月
お
話

お誕生おめでとう
ございます

，，- ~ I /‘，.， 
一一1'"" {-.合-L"J:....j、"/. ，、
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¥ ~_ ïノ AJ工.)~q 〆}

( 6月思出分)

保護者名

正

光

::1::;:-
仁3

ー
平
成
4
年
8
月
幻
日

②
試
験
期
日
平
成
4
年
9
月
初
日

③
試
験
場
福
島
市
、
郡
山
市
、

会
津
若
松
市
、
い
わ
き
市
、
原
町
市

④
合
格
発
表
平
成
4
年
叩
丹
江
ω
自

⑤
受
験
資
格
昭
和

ω年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
印
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
子
(
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
卒
業
者
を
除
く
)

⑤
給
与
・
…
短
大
卒
日
万
円
↓

徳、

恵

徳

永

r告

明

出生克氏名
みか

坂本実香
ゆみえ

車田信美枝

溝井篤志

矢部亮平

草野めぐみ
たかみち

大木貴道

区

辺

北須釜

南須釜

'l 

ク

地

l
 
i
 

--lノ

一
年
後
口
万
6
千
円
・
高
校
卒
U
H

万
7
千
円
↓
一
年
後
M
万
円

おくやみ
申し上げます

( 6月崩出分)

死亡者名年齢世帯主名

鈴木聖- 19 和幸

鈴木ミヤ 86 吉孝

区地

中

市
思

竺
」
み
収
集
:
・
8
月
払
日
(
金
)
は
、

平
常
連
り
に
行
い
ま
す
。

-
し
尿
汲
み
取
り
:
・
8
月
M
B
-
訪

日
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

※
お
盆
前
に
汲
み
取
り
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
計
郎
幻
日
ま
で
に
お
申
込

み
を
f
-

3，791人(十4)

3，873人(-t-5) 

7，664人(-t-9) 

村のようす
(4年6丹1臼現在)

畠歯菌... 

四J1，筋戸(-t-3) 

I1 
盆
窓

保奇

カ
タ
カ
ナ
語

ド
ラ
フ
ト
ピ

l
ル
一
生
ビ
ー
ル
。

醸
造
し
た
ま
ま
加
熱
殺
菌
さ
れ
て
い

な
い
ピ

1
ル。

ブ
ル
ー
マ
ン
デ
i
一
休
み
明
け
の
憂

う
つ
な
月
曜
日

ジ
エ
ミ
一
一
一
ふ
た
ご
座

日

表
紙
の
答
え

答
え
は
サ
ル
ナ
シ
の
花
で
す
。
四
辻

新
田
の
塩
田
勝
利
さ
ん
の
サ
ル
ナ
シ

畑
で
は
、
サ
ル
ナ
シ
の
花
が
満
開
で
し

た
。
秋
に
は
、
た
わ
わ
に
実
を
つ
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

(
6
/
お
撮
影
)




